
1

復
曲
能
〈
星
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

運
命
を
司
る
面
白
さ
」
に
着
目
さ
れ
た
如
く
、
本
命
星
の
守
護
に
よ
っ
て
漢
・
高
祖

が
楚
・
項
羽
に
勝
利
す
る
ド
ラ
マ
の
ス
ケ
ー
ル
は
巨
大
だ
。
こ
の
劇
的
世
界
観
の
巨

大
さ
は
先
行
す
る
世
阿
弥
・
禅
竹
・
元
雅
ら
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
、
信
光
独
自

の
個
性
と
い
え
る
。

　

能
楽
史
上
、
能
〈
星
〉
の
存
在
意
義
は
色
々
な
意
味
で
重
い
。
信
光
が
得
意
と
し

た
多
人
数
に
よ
る
ス
ペ
ク
タ
ー
ク
ル
と
い
う
点
に
加
え
、
世
阿
弥
時
代
に
は
低
調
で

類
例
を
見
な
か
っ
た
「
唐
事
の
能
」
の
流
行
に
一
転
機
を
画
し
た
作
品
か
も
し
れ
な

い
。
天
野
氏
は
当
日
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
こ
う
書
か
れ
た
。「
本
曲
は
高
祖
の
本

命
星
が
高
祖
に
助
力
し
た
結
果
、
秦
に
代
わ
っ
て
漢
の
世
に
な
っ
た
こ
と
を
描
く
が
、

『
太
平
記
』『
神
皇
正
統
記
』
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
天
皇
の
本
命
星
が
国
家
鎮
護

の
神
と
し
て
比
叡
山
東
塔
の
総
持
院
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、

作
者
に
は
本
命
星
の
加
護
に
よ
る
高
祖
の
勝
利
を
と
お
し
て
、
わ
が
国
の
安
泰
を
祈

念
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」。
首
肯
せ
ら
れ
る
考
え
と
思
う
。

　

詳
細
は
後
掲
す
る
と
し
て
、
は
じ
め
に
舞
台
の
概
略
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

　

前
場
。
ワ
キ
ツ
レ
・
韓
信
（
福
王
和
幸
）
が
同
・
紀
信
（
福
王
知
登
）
を
呼
び
出

し
、
高
祖
に
本
命
星
の
祭
祀
を
進
言
し
よ
う
と
談
合
す
る
と
こ
ろ
に
、
童
子
姿
の
前

シ
テ
・
本
命
星
の
精
（
大
槻
裕
一
）
が
現
わ
れ
守
護
を
確
約
し
て
消
え
る
。
ワ
キ
ツ

レ
二
人
は
﹇
早
鼓
﹈
で
退
場
す
る
。

　

入
れ
替
わ
り
に
間
狂
言
・
高
祖
の
下
人
（
善
竹
隆
平
）
が
登
場
し
、
状
況
説
明
の

立
チ
シ
ャ
ベ
リ
が
あ
る
（
内
容
は
後
述
の
よ
う
に
ほ
ぼ
新
規
に
執
筆
）。

　

後
場
。
後
見
が
一
畳
台
三
枚
を
持
ち
出
し
、
陣
段
に
見
立
て
て
地
謡
前
に
積
む

（
喜
多
流
〈
石
橋
〉
の
小
書
「
三
ツ
台
」
か
ら
採
っ
た
）。﹇
一
声
﹈
で
ワ
キ
・
高
祖

（
福
王
茂
十
郎
）
お
よ
び
漢
軍
五
名
（
シ
テ
方
立
衆
）
が
舞
台
に
出
る
。
続
い
て
短

復
曲
能
〈
星
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て

田
村
良
平＊

（
村
上　

湛
）

　

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
二
月
四
日
、
大
阪
・
大
槻
能
楽
堂
に
お
け
る

「
第
六
二
四
回
／
大
槻
能
楽
堂
八
十
周
年
記
念
特
別
公
演
・
観
世
小
次
郎
信
光
没
後

五
百
年
記
念
」
に
お
い
て
番
外
曲
〈
星
〉
が
復
興
上
演
さ
れ
た
。
現
存
記
録
を
調
べ

る
限
り
、
初
演
当
時
以
来
ほ
ぼ
五
百
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
公
益
財
団
法
人

大
槻
能
楽
堂
理
事
長
で
あ
り
後
シ
テ
・
軍
神
を
勤
め
た
大
槻
文
藏
氏
（
前
年
に
い
わ

ゆ
る
「
人
間
国
宝
」
に
認
定
さ
れ
た
）
よ
り
委
嘱
を
受
け
、
型
附
（
演
技
手
順
書
）

の
作
成
ほ
か
演
出
全
般
を
担
当
し
た
。

　

当
日
、
能
の
上
演
に
先
立
っ
て
、
今
回
の
能
本
作
製
を
担
当
さ
れ
た
天
野
文
雄
氏

と
私
と
の
間
で
「
信
光
と
信
光
以
前
」
と
題
す
る
対
談
を
舞
台
上
で
行
な
っ
た
。
天

野
氏
は
席
上
、『
能
本
作
者
註
文
』
に
〈
星
〉
を
信
光
作
と
し
て
い
る
点
を
重
視
さ

れ
、
上
演
記
録
と
制
作
年
代
が
多
少
ズ
レ
る
と
い
う
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
本
作
を

「
観
世
信
光
の
作
も
し
く
は
改
作
と
も
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
」
と
結
論
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
復
曲
の
発
案
者
た
る
大
槻
氏
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
以
前
、
私
に
語
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
折
「
童
子
に
化
身
し
た
星
の
精
（
今
回
の
前
シ
テ
）
が
人
の
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二
〇
一
八
年

様
式
を
活
か
し
得
た
好
演
だ
っ
た
と
思
う
。
橋
掛
リ
の
長
い
国
立
能
楽
堂
あ
た
り
で

再
演
の
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
効
果
も
よ
り
勝
り
、
斯
道
の
た
め
に
益
す
る
と
こ
ろ
も

大
き
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

 【
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
二
月
四
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演
】

大
槻
能
楽
堂
八
十
周
年
記
念
特
別
公
演
・
観
世
小
次
郎
信
光
没
後
五
百
年
記
念

復
曲
能
〈
星
〉

前
シ
テ
（
童
子
実
は
本
命
星
の
精
）　

大
槻
裕
一

後
シ
テ
（
軍
神
）　

大
槻
文
藏

ワ
キ
（
高
祖
）　

福
王
茂
十
郎

ワ
キ
（
項
羽
）　

森
常
好

ワ
キ
ツ
レ
（
韓
信
）　

福
王
和
幸

ワ
キ
ツ
レ
（
紀
信
）　

福
王
知
登

後
ツ
レ
（
軍
神
の
眷
属
）　

長
山
耕
三
／
齊
藤
信
輔

後
場
立
衆
（
漢
軍
の
兵
）　

今
村
哲
朗
／
上
野
朝
彦
／
笠
田
祐
樹
／
浦
田
親
良
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

寺
澤
拓
海

後
場
立
衆
（
楚
軍
の
兵
）　

井
戸
良
祐
／
上
野
雄
介
／
山
田
薫
／
上
田
顕
祟
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

山
本
麗
晃

間
狂
言
（
高
祖
の
下
人
）　

善
竹
隆
平

囃
子　
（
笛
）藤
田
六
郎
兵
衛
／（
小
鼓
）清
水
皓
祐
／（
大
鼓
）山
本
哲
也
／

　
　
　
（
太
鼓
）前
川
光
範

後
見　

赤
松
禎
友
／
竹
富
康
之

い
﹇
早
笛
﹈
で
ワ
キ
・
項
羽
（
森
常
好
）
と
楚
軍
五
名
（
シ
テ
方
立
衆
）
が
橋
掛
リ

に
出
て
対
峙
。﹇
カ
ケ
リ
﹈
の
斬
リ
組
ミ
で
高
祖
以
外
の
漢
軍
全
員
が
順
次
斬
り
倒

さ
れ
切
戸
口
か
ら
引
き
、
項
羽
と
楚
軍
が
橋
掛
リ
か
ら
舞
台
に
乱
入
す
る
と
、
後
見

は
〈
鉄
輪
〉
か
ら
流
用
し
た
祈
禱
棚
を
三
ツ
台
の
前
に
据
え
、
高
祖
は
台
頂
に
坐
し

て
棚
上
「
三
尺
の
剣
」
を
取
っ
て
構
え
、﹇
ノ
ッ
ト
﹈
で
祈
禱
の
謡
。
続
い
て
地
謡

の
内
に
後
ツ
レ
・
眷
属
二
神
（
長
山
耕
三
・
齋
藤
信
輔
）
を
随
え
た
後
シ
テ
・
軍
神

（
大
槻
文
藏
）
が
出
、﹇
立
廻
リ
﹈
の
間
に
三
神
が
三
ツ
台
に
上
が
る
と
、
眷
属
の
一

撃
に
楚
軍
は
壊
滅
し
た
態
で
立
衆
五
名
は
ズ
カ
リ
安
坐
し
て
切
戸
口
に
引
く
。
続
く

﹇
舞
働
﹈
で
項
羽
は
眷
属
二
神
を
い
っ
た
ん
橋
掛
リ
に
退
け
て
優
勢
を
誇
る
も
の
の
、

結
局
の
と
こ
ろ
軍
神
の
鉾
に
身
を
貫
か
れ
て
落
命
、
切
戸
口
に
引
く
。
そ
の
鉾
を
軍

神
か
ら
授
け
ら
れ
た
高
祖
は
、
橋
掛
リ
に
並
ん
だ
軍
神
と
眷
属
の
三
神
を
礼
拝
し
終

曲
。
上
演
時
間
約
六
〇
分
で
あ
っ
た
。

　

前
後
で
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
に
せ
よ
、
登
場
人
物
（
立
方
）
は
延
べ
十
九
人
。
後

場
で
同
時
に
出
て
演
技
す
る
シ
テ
方
・
ワ
キ
方
の
最
多
人
数
は
十
二
名
で
、
激
し
い

斬
リ
組
ミ
を
伴
う
だ
け
に
役
者
の
さ
ば
き
よ
う
に
熟
慮
を
要
し
た
。
高
祖
の
福
王
茂

十
郎
、
項
羽
の
森
常
好
、
現
在
の
ワ
キ
方
で
最
も
存
在
感
を
発
揮
す
る
お
二
人
の
配

役
は
、
こ
の
企
画
の
初
案
当
初
か
ら
私
が
是
非
に
と
願
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

面
を
掛
け
る
こ
と
の
な
い
ワ
キ
方
、
し
か
も
古
来
名
高
い
漢
祖
軍
談
の
両
巨
頭
で
あ

る
。
優
れ
た
「
面つ

ら

構
え
」
を
誇
る
お
二
人
の
出
演
を
得
て
、
こ
の
復
曲
に
最
高
度
の

重
み
が
加
わ
っ
た
。
ワ
キ
方
福
王
流
と
同
下
掛
宝
生
流
の
異
流
競
演
は
能
楽
史
上
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
細
か
な
こ
と
だ
が
、
ワ
キ
が
﹇
早
笛
﹈
の
囃
子
で
舞

台
に
登
場
す
る
試
み
も
類
例
の
な
い
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

手
前
味
噌
な
が
ら
、
結
果
的
に
整
理
が
行
き
届
き
、
能
舞
台
の
構
造
と
能
の
演
技
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復
曲
能
〈
星
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

負
修
羅
扇
・
抜
身
剣

★
前
ツ
レ
（
韓
信
・
紀
信
）
直
面
／
単
法
被
・
厚
板
・
白
大
口
／
男
扇

★
後
ツ
レ
（
軍
神
の
眷
属
・
二
人
）
面
・
大
飛
出
／
赤
頭
／
厚
板
・
法
被
・
半
切
／

打
杖

★
立
衆
（
漢
楚
の
両
軍
・
後
場
に
そ
れ
ぞ
れ
五
人
ず
つ
）
直
面
／
冠
・
厚
板
・
白
大

口
（
立
頭
は
側
次
）
／
抜
身
剣
・
弓
矢
・
鉾
（
以
上
、
演
出
に
よ
り
適
宜
選
択
）

★
間
狂
言
（
高
祖
の
下
人
）
／
官
人
出
立
・
杖

【
作
リ
物
】

①
陣
段
＝
一
畳
台
三
枚
（
後
場
に
出
す
。
地
謡
前
、
品
の
字
型
に
積
む
）

②
祈
禱
棚
（
後
場
に
出
す
。〈
鉄
輪
〉
と
同
じ
だ
が
、
紅
ボ
ウ
ジ
と
紅
緞
で
飾
り
、

上
段
に
は
『
史
記
』
以
来
名
高
い
「
三
尺
の
剣
」
を
示
す
抜
身
剣
を
載
せ
る
。
下

段
は
高
祖
が
唐
団
扇
を
仮
に
置
く
た
め
空
け
て
お
く
）

【
演
出
と
舞
台
展
開
】

※
こ
こ
に
掲
載
し
た
謡
曲
本
文
は
演
出
上
細
部
に
私
意
の
改
訂
を
施
し
た
も
の
で
、

当
日
の
上
演
本
文
と
は
多
少
異
な
る
。

◆
韓
信
は
常
座
で
名
ノ
リ
。

　
　［
名
ノ
リ
笛
］

《
名
ノ
リ
》

韓
信
／
か
や
う
に
候
者
は
、
漢
の
高
祖
に
仕
へ
申
す
韓
信
と
申
す
者
に
て
候
。
さ
て

も
頼
み
奉
る
劉り

う

邦ほ
お

殿ど
の

は
。
秦
の
世
を
討
ち
取
り
。
天て
ん

下が

を
治
め
給
ふ
處
に
。
楚
の
項

羽
こ
れ
も
同
じ
く
秦
の
始
皇
の
都
に
攻
め
入
り
。
我
が
世
を
持
た
ん
と
争
ふ
に
よ
り
、

戦
ひ
す
で
に
七し

ち

十じ
う

餘
度
な
り
。
し
か
れ
ど
も
未
だ
勝
負
を
決
せ
ず
。
今
度
の
合か

戦せ
ん

に

お
い
て
は
勝
つ
事
を
極
め
、
天
下
を
君
に
参
ら
せ
ば
や
と
存
じ
候
間
、
ま
づ
ま
づ
紀

地
謡　

上
田
拓
司（
地
頭
）／
浦
田
保
親
／
吉
井
基
晴
／
寺
澤
幸
祐
／
味
方
團
／

　
　
　

林
本
大
／
水
田
雄
晤
／
竹
富
晶
太
朗

能
本
作
成　

天
野
文
雄
／
演
出　

村
上
湛
／
節
付
・
監
修　

大
槻
文
藏

※
当
日
は
復
曲
能
〈
星
〉
に
先
立
ち
、
や
は
り
信
光
の
作
に
よ
る
能
〈
胡
蝶 

物
着
・
脇
留
〉
が
上
演
さ
れ
た
（
シ
テ
・
観
世
喜
正
）。

　

復
曲
能
〈
星
〉
演
出
概
略
　

【
扮
装
】

※「
漢
＝
火
徳
の
王
朝
」
と
の
考
え
か
ら
、
後
場
の
漢
軍
は
緋
色
の
装
束
で
揃
え
た
。

※
後
場
の
装
束
は
、
本
来
な
ら
ば
法
被
よ
り
格
の
高
い
狩
衣
を
シ
テ
に
用
い
る
べ
き

と
こ
ろ
、「
王
」
た
る
役
の
位
か
ら
両
ワ
キ
に
そ
れ
を
譲
り
、
試
み
に
後
シ
テ
は

法
被
肩
上
と
し
た
。

※
後
場
立
衆
の
カ
ブ
リ
物
は
、
大
槻
文
藏
氏
の
着
想
に
よ
っ
て
、
ワ
キ
方
の
用
い
る

「
ゲ
カ
ン
（
下
冠
）」
の
纓
を
取
っ
た
冠
本
体
の
如
き
も
の
を
新
作
し
て
用
い
た
。

※
後
シ
テ
は
「
軍
神
」
だ
が
、
敵
軍
殲
滅
の
霊
験
あ
る
「
破
軍
星
（
剣
先
星
）
の
精

霊
」
の
性
格
を
象
徴
さ
せ
る
た
め
、
当
日
は
尖
端
が
剣
先
と
な
っ
て
い
る
「
走
リ

天
冠
」
を
流
用
し
た
。

★
前
シ
テ
（
童
子
実
は
本
命
星
の
精
）
面
・
童
子
／
喝
食
鬘
／
摺
箔
・
腰
巻
／
童
扇

★
後
シ
テ
（
軍
神
）
面
・
大
天
神
／
走
リ
天
冠
ま
た
は
剣
先
立
輪
冠
・
黒
頭
／
厚

板
・
法
被
肩
上
・
半
切
・
神
扇
・
鉾

★
後
ワ
キ
（
高
祖
）
直
面
／
唐
冠
／
赤
地
狩
衣
・
厚
板
・
半
切
／
唐
団
扇
・
剣

★
後
ワ
キ
（
項
羽
）
直
面
／
輪
藏
帽
子
／
萌
黄
地
狩
衣
（
衣
紋
）・
厚
板
・
半
切
・
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紀
信
は
正
先
と
脇
座
の
間
あ
た
り
に
出
（
韓
信
は
も
と
の
位
置
で
）、
二
人
と

も
揚
幕
に
向
く
。

《
問
答
》

童
子
／
な
う
な
う
、
い
か
に
韓
信
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

韓
信
／
不
思
議
や
な
わ
れ
と
紀
信
と
た
ゞ
二
人
、
大
事
を
談
じ
居
た
る
と
は
、
早
く

も
知
ろ
し
召
さ
れ
た
り
。

◆
シ
テ
は
二
ノ
松
ま
で
出
、
韓
信
・
紀
信
に
向
か
い
立
ち
止
ま
る
。

童
子
／
今
は
何
を
か
包
む
べ
き
。
わ
れ
は
高
祖
の
本
命
星
な
る
が
、
絶
え
ず
守
る
と

思
へ
ど
も
、
高
祖
、
土ど

神じ
ん

を
祭
る
事
お
ろ
そ
か
な
り
。
ま
づ
戦
場
に
出
で
ん
時
、
本

命
星
を
念
じ
、
軍
神
を
祭
り
給
ふ
な
ら
ば
、
必
ず
戦
に
勝
つ
べ
き
な
り
。
さ
れ
ど
も

こ
の
こ
と
今
ま
で
は
、
縁
な
く
し
て
は
高
祖
に
告
げ
ず
。
た
ゞ
今
二
人
の
君
を
思
ひ
、

か
く
言
ふ
事
の
嬉
し
さ
に
、
か
や
う
に
来
た
り
て
申
す
な
り
。

◆「
あ
ら
あ
り
が
た
の
」
で
シ
テ
は
正
面
に
外
す
。
同
時
に
、
韓
信
は
紀
信
と
向

き
合
い
、「
敵
を
平
ら
げ
」
で
二
人
が
シ
テ
に
向
く
と
、
シ
テ
も
ま
た
二
人
に

向
く
。

韓
信
・
紀
信
／
あ
ら
あ
り
が
た
の
御
事
や
。
さ
ら
ば
高
祖
に
こ
の
事
を
、
告
げ
知
ら

し
め
て
明
日
の
合
戦
に
、
敵か

た
きを

平
ら
げ
た
ち
ま
ち
に
、
國
を
治
め
て
武も
の

士の
ふ

の
。

◆
地
謡
《
上
歌
》「
甲
に
も
」（
初
句
）
で
シ
テ
、
韓
信
・
紀
信
、
そ
れ
ぞ
れ
正
面

に
向
く
。
地
謡
返
シ
で
韓
信
と
紀
信
は
向
き
合
い
、
韓
信
は
紀
信
に
向
き
一
足

出
て
サ
シ
コ
ミ
、
足
で
ヒ
ラ
き
つ
つ
扇
を
頭
上
に
挙
げ
て
倒
し
、「
す
ぐ
な
る
」

に
当
て
て
扇
で
右
膝
打
ち
ざ
ま
、
身
を
入
れ
替
え
て
右
足
を
踏
ん
込
み
、
右
手

で
サ
シ
、
面
を
切
っ
て
紀
信
を
キ
ッ
と
見
る
。「
佛
意
に
」
で
韓
信
と
紀
信
が

シ
テ
を
向
く
と
、
シ
テ
も
二
人
に
向
き
ヨ
セ
イ
し
て
ツ
メ
、
韓
信
と
紀
信
は
そ

の
場
で
シ
テ
に
向
い
た
ま
ま
平
伏
。
シ
テ
は
「
夕
暮
の
空
晴
れ
て
」
で
サ
シ
分

ケ
つ
つ
右
に
ト
リ
三
ノ
松
へ
行
き
、「
夕
月
の
影
」
で
高
め
に
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ

信
に
こ
の
事
を
談
ぜ
ば
や
と
存
じ
候
。

◆
韓
信
、
一
ノ
松
へ
行
き
、
紀
信
を
呼
び
出
す
。

《
問
答
》

韓
信
／
い
か
に
紀
信
の
わ
た
り
候
か
。

◆
紀
信
、
三
ノ
松
へ
出
る
。

紀
信
／
誰
に
て
御
入
り
候
ぞ
。

韓
信
／
某

そ
れ
が
しが

参
り
て
候
。

紀
信
／
や
。
韓
信
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
や
。
ま
ず
ま
ず
こ
な
た
へ
御
入
り
候
へ
。

◆
紀
信
が
先
に
立
ち
、
入
れ
替
わ
り
韓
信
が
後
に
続
き
、
舞
台
に
入
る
。
紀
信
は

地
謡
前
、
韓
信
は
正
中
向
か
っ
て
左
あ
た
り
に
相
対
し
て
下
居
。

紀
信
／
さ
て
只
今
は
何
の
た
め
の
御
出
で
に
て
候
ぞ
。

韓
信
／
さ
ん
候

ぞ
お
ろ
お

餘よ

の
儀
に
あ
ら
ず
。
こ
の
た
び
数す

度ど

の
戦
ひ
に
。
互
ひ
に
防
ぎ
戦

ふ
と
い
へ
ど
も
勝
つ
事
を
得
ず
。
今
度
大
将
本ほ

ん

命み
よ
お

星じ
よ
おを

祭
り
、
軍
神
を
勧か
ん

請じ
よ
おし

天

に
祈
り
給
は
ゞ
、
か
な
ら
ず
利
を
得
給
ふ
べ
き
と
思
ひ
候
。
御ご

分ぶ
ん

は
何
と
か
思
ひ
給

ふ
ぞ
。

紀
信
／
仰
せ
の
如
く
某
も
さ
や
う
に
存
じ
候
。
御
身
の
思
し
召
さ
れ
ん
や
う
を
、
大

将
軍
へ
御
申
し
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。

韓
信
／
誠
に
同
心
し
給
は
ゞ
、
す
な
は
ち
高
祖
に
申
す
べ
し
と
。

◆
地
謡
《
上
歌
》「
互
ひ
に
勇
む
武
士
の
」（
初
句
）
後
の
打
切
で
、
韓
信
は
正
面

に
、
紀
信
は
正
先
へ
向
く
。

《
上
歌
》

地
謡
／
互
ひ
に
勇
む
武
士
の
、
互
ひ
に
勇
む
武
士
の
、
心
の
中
の
一
言
も
、
世
に
お

ほ
ひ
た
る
謀

は
か
り
ご
と、

君
の
為
に
と
思
ふ
こ
そ
、
世
を
治
む
べ
き
巧
み
な
れ
、
世
を
治
む

べ
き
巧
み
な
れ
。

◆
良
き
と
こ
ろ
で
幕
上
げ
、
前
シ
テ
出
る
。
韓
信
・
紀
信
、
声
に
気
づ
い
て
立
ち
、
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復
曲
能
〈
星
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

ん
と
、
と
か
く
談
合
仕
り
候
ふ
と
こ
ろ
に
、
な
ん
ぼ
う
奇
特
な
る
こ
と
に
て
候
ひ
つ

る
ぞ
、
星
の
精せ

い

靈れ
い

出
現
あ
つ
て
の
た
ま
ふ
や
う
、
こ
れ
ま
で
も
絶
え
ず
守
る
と
思
へ

ど
も
、
縁
な
く
し
て
は
高
祖
に
告
げ
ず
。
た
ゞ
い
ま
二
人
君
を
思
ひ
、
か
く
言
ふ
こ

と
の
嬉
し
さ
に
、
か
や
う
に
來
た
り
て
申
す
な
り
。
ま
づ
戰
場
に
出
で
ん
時
、
わ
れ

を
念
じ
、
軍
神
を
祭
り
給
ふ
な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
御
合
戰
に
は
、
九
曜
の
星
・
北

斗
の
七し

ち

星し
よ
お、
な
か
ん
づ
く
破は

軍ぐ
ん

星じ
よ
おの
威
徳
あ
つ
て
、
軍
神
・
眷
屬
も
ろ
と
も
に
御
力

を
添
へ
ら
れ
、
高
祖
に
勝
ち
を
得
さ
せ
奉
り
、
天
下
一
統
、
漢
の
御
代
を
保
た
せ
申

さ
ん
と
の
御
託
宣
に
て
候
。
か
や
う
の
次
第
と
承
り
、
韓
信
・
紀
信
は
申
す
に
及
ば

ず
、
わ
れ
ら
の
如
き
者
ま
で
も
、
い
さ
め
る
心
た
ゞ
な
ら
ず
。
今こ

ん

日に
ツ

はた

未
明
よ
り
、

烏
江
の
原
へ
打
つツ

立
ち
候
へ
と
の
御お
ん

事こ
と

な
れ
ば
、
物も
の

具の
ぐ

甲か
ツ

冑ち
う

の
用
意
を
さ
を
さ
、
懈け

怠だ
い

あ
る
べ
か
ら
ず
。
御お
ん

勝か
ち

戰い
く
さの
ご
加
勢
仕
ら
う
ず
る
に
て
候
ふ
間
、
御お
ん

旗は
た

下し
た

の
皆
々

そ
の
分
、
心
得
候
へ
、
心
得
候
へ
。

◆
後
見
が
地
謡
前
に
三
ツ
台
を
積
む
。［
一
声
］
は
段
を
取
り
、
高
祖
が
一
ノ
松

に
出
、
立
衆
が
続
く
。

　
　［
一
声
］

《
サ
シ
》

高
祖
／
天
の
時
は
地
の
利
に
し
か
ず
、
地
は
ま
た
人
の
和か

に
し
か
ず
。
邪
な
る
物
を

従
へ
、
直な

お

き
を
正
す
る
政
、
な
ど
か
は
天
も
知
ら
ざ
ら
ん
。
た
ゞ
頼
め
と
よ
頼
め
と

よ
。

《
一
セ
イ
》

高
祖
立
衆
／
頼
も
し
や
、
天
の
告
げ
あ
る
君
の
御み

稜い

威つ

、
神
も
武
運
の
勇
み
あ
り
。

◆
地
謡
《
上
歌
》「
勝
つ
事
を
」
で
高
祖
は
正
面
に
向
き
サ
シ
コ
ミ
、
ヒ
ラ
キ
、

据
拍
子
。
地
謡
返
シ
で
順
次
み
な
舞
台
に
入
り
（
高
祖
は
唐
団
扇
で
二
つ
煽
ぎ

つ
つ
入
る
）、
高
祖
は
三
ツ
台
の
手
前
一
段
に
上
が
り
、
真
横
（
脇
正
面
方
向
）

に
向
き
床
几
に
掛
か
る
。
立
衆
は
地
謡
前
か
ら
流
れ
て
立
つ
（
立
頭
は
高
祖
の

ラ
キ
、
地
謡
返
シ
で
中
入
。
地
謡
切
れ
る
と
韓
信
・
紀
信
は
居
直
り
、
立
ち
、

［
早
鼓
］
で
中
入
。

《
上
歌
》

地
謡
／
甲か

ぶ
とに
も
、
戴
く
星
の
光
ま
で
、
戴
く
星
の
光
ま
で
、
曇
ら
ぬ
君
の
御み
こ

心こ
ろ

の
、

す
ぐ
な
る
政
。
な
ど
か
佛ぶ

ッ

意ち

に
か
な
は
ざ
る
と
、
夕
暮
の
空
晴
れ
て
、
隈
な
き
奇
瑞

あ
る
べ
し
と
、
夕
月
の
影
高
く
、
雲
井
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
。
雲
井
に
入
ら
せ
給
ひ

け
り
。

　
　［
早
鼓
］

◆
以
下
の
間
狂
言
は
『
狂
言
集
成
』
和
泉
流
三
宅
派
本
を
参
照
し
つ
つ
、
大
幅
に

補
筆
・
改
文
し
た
。

◆
漢
楚
の
軍
勢
数
、
人
名
ほ
か
、『
史
記
』
高
祖
・
項
羽
の
両
本
紀
に
準
拠
し
た
。

◆
漢
字
・
語
句
の
読
み
方
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
参
照
し
、
原
則
と
し
て

室
町
時
代
の
音
訓
に
従
っ
た
（
ル
ビ
の
小
字
カ
タ
カ
ナ
「
ッ
」
は
促
音
を
示

す
）。

《
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
》

下
人
／
か
や
う
に
候
ふ
者
は
。
漢
の
高
祖
に
仕
へ
奉
る
者
に
て
候
。
た
ゞ
今
こ
の
と

こ
ろ
へ
罷
り
出
づ
る
こ
と
餘よ

の
儀
に
非
ず
。
漢
の
高
祖
、
御
名
は
劉
邦
。
仁じ
ん

に
し
て

人
を
愛
し
、
施
し
を
喜
び
、
常
に
大た

い

度ど

あ
つ
て
、
名
望
世
の
常
な
ら
ず
。
す
な
は
ち

知
將
・
猛
將
あ
ま
た
幕ば

ツ

下か

に
參
ず
る
と
は
申
せ
ど
も
、
楚
王
項
羽
の
勢
ひ
猛
く
し
て
、

七
十
餘よ

度ど

の
御ご

合か

戰せ
ん

悉
く
、
御
負
け
給
ひ
て
候
。
し
か
る
に
高
祖
の
御
許
に
は
、
蕭

何
・
張
良
・
韓
信
と
て
三
傑
の
臣
あ
り
。
こ
の
た
び
垓が

い

下か

の
御
合
戰
に
於
て
、
御
味

方
そ
の
數
三
十
萬
餘
騎
と
は
申
せ
ど
も
、
い
つツ

か
な
項
羽
十
萬
餘
騎
の
勢
ひ
強
く
、

ま
こ
と
に
龍り

よ

虎お
こ

の
爭
ひ
の
如
く
、
い
ま
だ
勝
負
を
決
せ
ず
候
。
こ
た
び
は
君
に
勝
利

を
得
さ
せ
奉
ら
ん
と
欲
し
、
韓
信
は
紀
信
を
語
ら
ひ
、
か
た
じ
け
な
く
も
大
將
み
づ

か
ら
本
命
星
を
祭
り
、
軍ぐ

ん

神し
ん

を
勸か
ん

請じ
よ
おし

、
天
に
御
祈
り
給
は
ん
こ
と
を
勸
め
參
ら
せ
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っ
て
サ
ス
と
、
立
衆
は
裏
欄
干
に
寄
る
よ
う
に
下
が
り
、
そ
の
前
を
通
っ
て
項

羽
は
幕
際
へ
行
き
床
几
に
掛
か
り
（
項
羽
が
通
過
す
れ
ば
立
衆
は
元
の
位
置
に

戻
る
）、
後
見
の
世
話
で
扇
か
ら
抜
身
剣
に
持
ち
替
え
る
。

《
上
歌
》

地
謡
／
い
く
さ
そ
の
数
積
も
り
来
て
、
い
く
さ
そ
の
数
積
も
り
来
て
、
七
十
餘
度
に

早
な
り
ぬ
。
今
日
ぞ
勝
負
を
決
せ
ん
と
兵

つ
わ
も
のを

先
に
立
て
高
祖
の
勢
に
喚お
め

き
て
先
を
ぞ

駆
け
た
り
け
る
。

◆
地
謡
《
ノ
リ
地
》
冒
頭
で
高
祖
方
立
衆
は
全
員
が
気
を
揃
え
て
橋
掛
リ
に
向
く

と
、
続
い
て
高
祖
は
幕
際
の
項
羽
に
向
く
（
床
几
に
掛
か
っ
た
ま
ま
）。
高
祖

方
立
衆
は
「
面
も
振
ら
ず
」
で
武
器
を
構
え
て
一
気
に
脇
正
面
に
出
る
と
、

「
項
羽
の
つ
は
も
の
」
で
項
羽
方
立
衆
は
左
に
取
っ
て
動
き
、
立
頭
が
幕
際
・

項
羽
の
傍
、
立
衆
末
尾
が
一
ノ
松
に
な
る
よ
う
並
び
替
わ
り
、
み
な
武
器
を
構

え
一
気
に
欄
干
際
に
出
る
と
、「
半
町
ば
か
り
ぞ
」
で
高
祖
方
立
衆
は
圧
倒
さ

れ
た
心
に
て
元
の
位
置
（
地
謡
前
か
ら
囃
子
方
前
）
に
下
が
り
、
高
祖
も
床
几

の
ま
ま
脇
正
面
に
外
す
。

《
ノ
リ
地
》

地
謡
／
も
と
よ
り
高
祖
の
軍ぐ

ん

兵び
よ
おは

、
も
と
よ
り
高
祖
の
軍
兵
は
、
心
に
頼
む
勢
ひ
の

い
く
さ
、
面お

も
ても

振
ら
ず
斬
り
掛
か
れ
ば
、
項
羽
の
つ
は
も
の
乱
れ
入
り
、
こ
ゝ
を
先せ
ん

途ど

と
戦
へ
ば
、
高
祖
の
軍
兵
斬
り
立
て
ら
れ
て
半
町
ば
か
り
ぞ
引
き
退
き
た
る
。

◆［
カ
ケ
リ
］
は
適
宜
、
型
を
考
案
。
高
祖
方
立
衆
は
立
頭
に
至
る
ま
で
全
員
が

討
死
の
心
で
一
人
ず
つ
切
戸
口
に
入
り
（
勝
っ
た
項
羽
方
は
橋
掛
リ
に
順
次
戻

る
）、
最
後
は
項
羽
方
立
衆
全
員
が
橋
掛
リ
に
立
ち
並
ぶ
と
（
立
頭
が
幕
際
、

末
尾
が
一
ノ
松
）、
囃
子
の
位
を
速
め
、
項
羽
は
幕
際
の
床
几
か
ら
立
っ
て
、

立
衆
の
前
を
通
っ
て
舞
台
に
入
り
、
目
付
柱
の
下
に
正
面
を
向
い
て
立
つ
。
項

羽
方
立
衆
も
立
頭
を
先
頭
に
続
け
て
舞
台
に
入
り
脇
正
面
に
列
立
す
る
と
（
立

傍
、
立
衆
末
尾
が
大
鼓
前
あ
た
り
）。

《
上
歌
》

地
謡
／
勝
つ
事
を
、
空
に
知
ら
す
る
星
の
名
の
、
空
に
知
ら
す
る
星
の
名
の
、
破
軍

星
を
ま
も
り
つ
ゝ
馬
を
速
め
て
大だ

い

将し
よ
おは
、
烏
江
の
野
邊
の
閣
に
上
が
り
、
寄
せ
来
る

勢せ
い

を
ぞ
待
ち
か
け
た
る
。

◆［
早
笛
］
は
段
を
取
り
す
ぐ
幕
上
げ
、
項
羽
は
三
ノ
松
欄
干
際
ま
で
一
気
に
出

て
か
ら
舞
台
の
高
祖
に
向
け
キ
ッ
と
面
を
切
り
、
一
度
後
退
し
て
幕
内
に
入
り
、

改
め
て
出
て
一
ノ
松
で
正
面
に
向
き
立
つ
。
立
衆
そ
れ
に
続
く
。
項
羽
《
名
ノ

リ
グ
リ
》「
項
羽
叱
す
る
時
は
臣
辟
易
す
る
勢
ひ
あ
り
」
は
［
早
笛
］
の
中
に

謡
い
込
む
。「
項
羽
と
い
へ
る
大
将
な
り
」
で
半
身
と
な
り
片
ユ
ウ
ケ
ン
二
つ
。

　
　［
早
笛
］

《
名
ノ
リ
グ
リ
》

項
羽
／
項
羽
𠮟
す
る
時
は
臣し

ん

辟
易
す
る
勢
ひ
あ
り
、
遠
か
ら
ん
者
は
音
に
も
聴
け
、

近
か
ら
ん
者
は
目
に
も
見
よ
、
わ
れ
は
そ
の
項
羽
と
い
へ
る
大
将
な
り
。

◆「
高
祖
天
下
を
★
計
ら
ん
と
す
」
の
「
高
祖
天
下
を
」
で
項
羽
は
右
足
を
踏
ん

込
み
半
身
と
な
り
低
く
構
え
舞
台
脇
座
の
高
祖
を
深
く
見
込
む
姿
勢
と
な
り
、

★
に
当
て
て
高
祖
に
向
か
い
大
き
く
面
を
切
っ
て
見
据
え
る
。「
な
ど
か
高
祖

に
」
で
姿
勢
を
直
し
正
面
に
向
く
（
こ
れ
ま
で
高
祖
は
項
羽
に
構
わ
ず
、
ず
っ

と
脇
正
面
を
向
い
た
ま
ま
）。

《
□
》

項
羽
／
わ
れ
秦
の
世
を
取
り
天
下
を
治
め
ん
事
、
高
祖
と
互
ひ
に
約や
く

諾だ
く

せ
し
を
、
高

祖
天
下
を
計
ら
ん
と
す
。
な
ど
か
高
祖
に
し
か
れ
ん
も
の
を
。

◆
地
謡
《
上
歌
》「
い
く
さ
そ
の
数
」
で
項
羽
は
キ
ッ
パ
リ
と
正
面
へ
サ
シ
コ
ミ
、

ヒ
ラ
キ
、「
積
も
り
来
て
」（
初
句
）
の
「
来
」
に
当
て
て
右
拍
子
一
つ
強
く
踏

む
。「
今
日
ぞ
」
で
項
羽
は
高
祖
に
向
き
、「
つ
は
も
の
を
」
で
立
衆
に
向
き
直
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復
曲
能
〈
星
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

　
　［
出
端
］

《
ノ
リ
地
》

地
謡
／
不
思
議
や
白
雲
一ひ

と

叢む
ら

覆
ひ
、
不
思
議
や
白
雲
一
叢
覆
ひ
、
雷
電
稲
妻
虚
空
に

満
ち
。
光
の
中
に
軍
神
現
は
れ
、
九
曜
は
九
つ
の
眼ま

な
こと
現
じ
、
眷
属
を
引
き
連
れ
、

旗
を
差
し
上
げ
、
高
祖
の
陣
の
上
に
天
下
り
、
吹
き
来
る
風
も
勢
ひ
を
取
っ
て
、
敵

に
向
か
ひ
お
は
し
ま
す
。

◆［
立
廻
リ
］
は
序
付
。
太
鼓
頭
に
合
わ
せ
て
シ
テ
は
鉾
を
突
き
拍
子
を
踏
み
重

ね
る
。
序
打
上
ゲ
を
き
っ
か
け
に
項
羽
と
立
衆
は
正
面
を
向
い
た
ま
ま
立
つ
。

軍
神
一
、
シ
テ
、
軍
神
二
の
順
に
舞
台
に
入
り
、
三
ツ
台
の
後
方
か
ら
台
上
に

上
が
る
（
軍
神
一
は
脇
座
前
の
台
上
に
立
ち
、
シ
テ
は
三
ツ
台
の
頂
上
で
右
手

に
鉾
を
突
い
て
床
几
に
掛
か
り
、
軍
神
二
は
囃
子
方
側
の
台
上
に
立
つ
）。
三

人
が
上
が
る
と
囃
子
の
位
を
速
め
、
軍
神
二
人
が
良
き
と
こ
ろ
で
（
太
鼓
頭
を

二
つ
あ
つ
ら
え
、
そ
の
一
つ
目
に
合
わ
せ
る
と
良
い
）
左
袖
を
返
し
て
脇
正
面

を
見
込
み
右
足
で
強
く
一
つ
拍
子
を
踏
む
と
項
羽
方
立
衆
は
一
気
に
安
坐
（
項

羽
は
驚
愕
の
態
で
左
半
身
と
な
り
、
左
後
方
の
立
衆
を
見
込
む
）、
立
衆
は
立

頭
か
ら
切
戸
口
に
入
る
。

　
　［
立
廻
リ
］

◆
地
謡
《
ノ
リ
地
》「
を
め
い
て
掛
か
れ
ば
」
で
項
羽
は
軍
神
に
向
か
っ
て
剣
を

構
え
る
。「
御
先
を
払
つ
て
」
で
軍
神
二
人
は
台
か
ら
飛
ん
で
降
り
（
入
れ
替

わ
り
に
高
祖
は
三
ツ
台
の
手
前
一
段
に
上
が
り
、
脇
正
面
を
向
い
て
床
几
に
掛

か
る
）、
斬
り
合
う
態
に
て
項
羽
と
立
ち
ど
こ
ろ
入
れ
替
わ
り
［
働
］
と
な
る
。

［
働
］
最
後
は
特
に
位
は
速
め
ず
、
軍
神
二
人
は
二
ノ
松
と
三
ノ
松
に
流
れ
、

左
袖
か
づ
い
て
下
に
居
、
項
羽
は
一
ノ
松
ま
で
こ
れ
を
追
う
。
こ
の
時
、
高
祖

は
床
几
か
ら
立
ち
、
一
ノ
松
を
向
く
。

衆
も
正
面
を
向
く
）［
カ
ケ
リ
］
打
上
ゲ
、
こ
の
時
に
高
祖
は
床
几
か
ら
立
っ

て
、
三
ツ
台
の
手
前
一
段
の
上
か
ら
下
り
ず
、
立
っ
た
ま
ま
正
面
に
向
く
。

　
　［
カ
ケ
リ
］

◆
立
衆
出
入
り
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
後
見
は
［
カ
ケ
リ
］
の
位
が
速
ま
る
直

前
＝
高
祖
方
立
頭
が
切
戸
口
に
入
る
の
と
入
れ
替
わ
り
に
切
戸
口
か
ら
祈
禱
棚

を
持
ち
出
し
三
ツ
台
正
面
に
据
え
る
と
、
高
祖
は
三
ツ
台
頂
上
に
上
が
り
正
面

に
向
き
、《
ノ
リ
地
》「
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
」（
高
祖
）
と
謡
い
（
こ
こ
で

項
羽
お
よ
び
立
衆
は
正
面
を
向
い
た
ま
ま
下
居
）、
祈
禱
棚
に
向
か
い
下
に
居
、

下
棚
に
唐
団
扇
を
置
き
、
上
棚
の
剣
を
取
り
上
げ
、
捧
げ
持
ち
祈
念
を
籠
め
、

右
手
に
立
て
て
持
ち
安
坐
、
正
先
を
受
け
つ
つ
左
手
で
片
合
掌
、《
ノ
ッ
ト
》

を
謡
う
。「
力
を
合
は
せ
て
」
で
両
手
に
剣
を
捧
げ
、
正
先
を
受
け
た
ま
ま
再

拝
。［
出
端
］
打
出
シ
で
棚
に
向
き
直
り
剣
を
上
棚
に
戻
し
、
下
棚
の
唐
団
扇

を
取
り
台
上
か
ら
舞
台
へ
下
り
、
後
見
が
祈
禱
棚
を
引
く
の
と
入
れ
替
わ
り
に

三
ツ
台
中
央
の
前
に
脇
正
面
を
向
い
て
下
居
。

《
ノ
リ
地
》

高
祖
／
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
。

地
謡
／
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
、
高
祖
は
陣
段
の
上
に
上
が
り
、
三
尺
の
剣
を
す
る

り
と
抜
き
持
ち
、
印い

ん

明み
よ
おを

観
念
し
天
に
向
か
ひ
、
大
音
上
げ
て
秘ひ

文も
ん

を
唱
へ
お
は
し

ま
す
。

《
ノ
ッ
ト
》

高
祖
／
南
無
日じ

つ

月げ
つ

星
宿
三
十
六
天
、
本
命
星
九
曜
七
星
北
計
天
帝
釈
天
、
九
萬
八
千

の
軍
神
二
千
八
百
の
軍
童
子
、
十
二
神
将
四
天
大
王
、
力
を
合
は
せ
て
た
び
給
へ
。

◆［
出
端
］
一
段
取
っ
て
幕
上
げ
、
軍
神
一
、
シ
テ
、
軍
神
二
の
順
に
出
て
橋
掛

リ
良
き
と
こ
ろ
に
三
人
立
ち
並
ぶ
（
シ
テ
は
二
ノ
松
）。《
ノ
リ
地
》
地
謡
「
旗

を
差
し
上
げ
」
で
シ
テ
は
左
袖
を
巻
き
上
げ
て
正
面
に
ズ
カ
リ
と
出
る
。



8

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
六
号　

二
〇
一
八
年

地
謡
／
項
羽
馬
よ
り
下
り
立
ち
て
、
打
ち
物
か
ざ
し
掛
か
り
け
る
を
、
軍
神
雲
よ
り

降
り
下
り
、
鉾
を
振
り
上
げ
払
ひ
給
へ
ば
、
目
も
昏く

れ
心
も
乱
れ
つ
ゝ
、
剣
を
投
げ

捨
て
ゝ
戦
ひ
巡め

ぐ

る
を
軍
神
鉾
に
て
差
し
通
し
斬
り
伏
せ
、
さ
し
も
に
猛
き
項
羽
を
従

へ
大
将
に
向
か
ひ
、
汝
を
守
り
の
神
と
な
ら
ん
と
鉾
を
高
祖
に
与
へ
つ
ゝ
、
眷
属
を

引
き
連
れ
雲
に
上
り
、
光
を
放
ち
、
天
下
を
納
む
る
弓
矢
の
力
。
天
下
を
納
む
る
弓

矢
の
力
の
、
強
き
守
り
と
な
り
に
け
り
。

 

以　

上

《
ノ
リ
地
》

項
羽
／
項
羽
も
さ
す
が
に
名
大
将
。

地
謡
／
項
羽
も
さ
す
が
に
名
大
将
の
、
敵
に
恐
れ
ぬ
つ
は
も
の
な
れ
ば
、
を
め
い
て

掛
か
れ
ば
、
軍
神
の
眷
属
、
御み

先さ
き

を
払
つ
て
掛
か
り
給
へ
ば
、
面
も
合
は
せ
ず
崩
れ

去
っ
て
、
項
羽
の
前
に
ひ
れ
伏
し
た
り
。

　
　［
働
］

◆
項
羽
《
ノ
リ
地
》「
項
羽
馬
よ
り
下
り
立
ち
て
」
で
項
羽
は
一
ノ
松
に
て
正
面

を
向
き
、
剣
を
持
っ
た
ま
ま
下
馬
の
型
、
舞
台
に
入
り
（
高
祖
は
脇
正
面
を
向

く
）、
脇
正
面
で
シ
テ
に
向
き
、
剣
を
両
手
で
大
き
く
振
り
上
げ
る
。「
鉾
を
振

り
上
げ
」
で
シ
テ
は
床
几
か
ら
立
っ
て
鉾
を
二
つ
揮
い
、「
払
ひ
給
へ
ば
」
で

鉾
を
腰
の
左
に
構
え
て
項
羽
に
向
か
い
突
き
出
し
ざ
ま
右
足
で
強
く
拍
子
を
一

つ
踏
む
と
（
左
右
逆
で
も
可
）、
項
羽
は
剣
を
取
り
落
と
し
流
レ
足
を
遣
っ
て

舞
台
を
廻
り
正
中
で
正
面
を
向
き
、
面
を
伏
せ
て
立
つ
。
こ
れ
に
間
に
合
う
よ

う
軍
神
二
人
は
舞
台
に
入
り
大
小
前
に
並
び
立
ち
、
背
後
か
ら
項
羽
を
打
杖
で

打
ち
ざ
ま
右
拍
子
一
つ
踏
む
と
、
項
羽
は
ド
ッ
カ
と
安
坐
し
、
切
戸
口
に
入
る
。

「
大
将
に
向
か
ひ
」
で
地
謡
の
位
が
シ
マ
ル
と
、
高
祖
は
台
上
か
ら
降
り
て
三

ツ
台
正
面
に
回
り
、
シ
テ
よ
り
鉾
を
授
か
り
横
に
捧
げ
持
ち
、
少
し
退
り
、
下

に
居
て
低
頭
。
シ
テ
は
囃
子
方
側
か
ら
台
を
下
り
扇
を
開
き
つ
つ
、
軍
神
と
共

に
橋
掛
リ
に
行
き
（
シ
テ
は
二
ノ
松
、
軍
神
は
そ
の
左
右
）、「
天
下
を
納
む
る

弓
矢
の
力
の
」（
返
シ
）
で
シ
テ
は
両
ユ
ウ
ケ
ン
し
て
正
面
に
出
、
右
ウ
ケ
て

ツ
メ
、
ト
メ
ル
（
留
拍
子
は
踏
ま
ず
）。
高
祖
は
鉾
を
捧
げ
持
っ
て
正
面
を
向

い
た
ま
ま
間
を
計
り
、
脇
正
面
に
行
き
下
に
居
、
鉾
を
右
脇
に
横
た
え
、
シ
テ

に
向
き
合
掌
、
ト
メ
。

《
ノ
リ
地
》

項
羽
／
項
羽
馬
よ
り
下
り
立
ち
て
。


